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高山寺蔵本一字頂輪王儀軌音義について

本
昭
和
四十二
年七
月 、
高
山
寺経
蔵の
整理
調
査に
従
事した
際 、
一
字

頂
輪王
儀
軌
音義の
鎌
倉
時
代初
期の
写
本一
帖を
発見し
た 。
該
本は 、
本

音
義の
現存
最
古の
写
本で
あ
り 、
国語史
料
として
重
要な
もの
で
あるか

ら 、
その
全
文を
紹
介し 、
併せ
てそ
の
本文・
筆
写
者等に
関
する
見解を

述べ
ると
と
と
し
たい 。
本調査
並に
公
表に
関して 、一口同
山
寺
住職
小川
義

章
狽
下を
始め
寺
当
局の
方々
の
懇
篤なる
御
高配
御
厚情が
あ
り 、
調
査に

当つ
て
は 、
奥田
勲・
柳
田
征
司・
白藤
礼
幸・
山口
佳紀の
諸
氏の
絶大な

協力が
あっ
た 。
記
して
深
甚の
謝
意を
表した
い 。
尚 、
本
稿の
中 、
第一

節は
築
島 、
第二
節
は
小
林 、
第三
節は
築
島・
小
林が
執
筆し 、
五に
交
換

して
添削した 。
又 、
第二
節の
校
合
中 、
大日
本
校
訂
大
蔵経の
分は
築
島

が
行ひ 、
第三
節の
覚
経
関
係の
調査は 、
両
人が
共
同して
従
事した 。

今
回一角
山
寺
経
蔵
から
発
見
された一
字頂
輪王
儀
軌
音義は 、
従
来 、
関

山
堂
哀の
旧
経蔵
内の
二
階の
長
植の
中に
納め
ら
れて
ゐ
た
虫
損
大破の
聖

教
類の
中に
在っ
た
もの
で
あるが 、
乙
の一
群の
書物
は 、
小
川
義
章貌
下

の
直
話に
拠れば 、
大正
末
年
頃 、
高楠
順
次
郎
博
士が
調査
された
際花 、

築

裕

島

キ木

芳

規

整理
不
能の
類として一
括
投入して
置か
れた
ものの
由で
あっ
て 、
今ま

で
何れの
経
箱に
も
納
め
ら
れ
ず 、
重
要文
化
財の
指定の
調査の
対
象か
ら

も
漏れて
ゐ
た
もの
で
ある 。
今
回の
整理
調
査の
結
果 、
二
三の
重
要な
文

献を
も
発見し
たの
で
あるが 、
本
音
義はそ
の
中の
尤な
る
もの
で
ある 。

従
来乙
の
音義の
本文として
は 、

付
大日
本
校
訂
大
蔵
経(
縮蔵経)
余峡三
明
治
十三
t十八

年
刊

口
弘
法大
師全
集
第
六
巻
(
第二
輯)
明治
四十三
年刊

白
大正
新
情大
蔵
経
第十
九巻
Z0・泊四∞
昭和三
年
刊

に
収め
ら
れて
ゐ
る
活
字
本が
世に
流
布して
ゐ
るが 、
口の
弘
法大
師全
集

所
収
本は 、
文
和三
年(一
三
五
四)
の
奥書ある
東
寺
観智院の
本に
拠っ

た
と
言ひ(
識
語
後掲 、
白の
大正
蔵
経
所
収
本は 、
享
和一見
年(一
八
O一)

刊の
長
谷
寺蔵
本を
底
本とし 、
その
奥蓄に

天明三
丙
午
十
月三
日 。
於仁
和
寺皆明
寺 。
以
栂
尾
山
法
鼓台蔵
本写

得之吃

智
積
院僧
東武
慈忍

なる
奥
書を
収
載して
ゐ
る 。
法鼓台とは一角
山
寺の
旧
経
蔵
名
で
あ
る
か

ら 、
或い
はと
の
天明
板
本の
原
本は 、
今回
発
見の
本そ
の
もの
で
あるの
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か
と
も
期待
された
が 、
しか
し
校
勘の
結
果 、
大
正
蔵の
本
文と 、
今回
発

見の
本の
本
文とは 、
異
同が
極めて
多く 、
岡
本乃至は
同
系の
本とは
到

底
考へ
ら
れ
な
い 。
そ
の
こ
とは
第二
節に
述べ
る
通
りで
ある 。

今
回
発見の
本は 、
今
次の
調査によ
る
仮
番
号を
「
補第二
函
第
四一
一

号」
と
附せ
ら
れた
もの
で
ある 。
祈
型
粘
葉
装一
帖の
本で
あるが 、
虫
損

が
甚し
く 、
糊
代は
殆ど
欠
落して
ゐ
る 。
表
紙は
存
在し
な
いが 、
現
存の

本
文で
は
首題
(恐
らく
本
来は
内題に
当る
もの
で
あら
う)
が
粘
薬
装の

外
側の
第一
面の
第一
行か
ら
始っ
て
ゐ
る
もの
で
ある
か
ら 、
若し
も
との

表
紙が
在っ
た
として
も 、
粘
葉
装の
第一
張だ
けを
表
紙とした
と
は
考へ

難い 。
本
警は 、
全五
張といふ
簿
冊子で
あるか
ら 、
或い
は
本
来表
紙は

無
く 、
い
きな
り
首題・
本
文が
始っ
た
もの
と
見て
も
良い
の
か
も
知
れな

各
面
縦一
九・一
一程 、
検一
六・
五
糎 、
白
界を
施し 、
界
高一
四・
九

程 、
界
幅一
・

九糎
程 、
一
面
九
行に
記し 、
両
面
書
写 。
本文
中
粗なが
ら

朱
点の
訓点が
ある
(ヲコ
ト
点は
喜
多院点 。
点
図後
掲) 。
本
文の
首題

に
「金
剛
頂
経一
字
頂
輪王
儀
軌
音
義」
と
あ
り 、
最
初に
「金
剛
頂経一
字

頂
輪
王
稔
伽一
切
時
処
念
論
成
仏
儀軌一
巻」
戸
底 、
不
空
訳 、
大
正
蔵
第
十

九
巻
Z0・
83
の
科
注が
あっ
て 、
「文
稽
首
至
是
故常
飯
命 、
賛日 、
此
八

項
初五
勾
有五
説

」
の
やうに 、
漢
文で
本
文を
解し
(一
オ
l二
オ) 、

次い
で
「
今別
釈
文
音義也」
と
して 、
漢
字を
掲出し 、
その
下に
音義の

注を
割注
で
示し 、
そ
の
中に
は
万葉仮
名を
も
用ゐ
て
ゐ
るの
で
ある 。
乙

の
音義は二
丁
表か
ら三
丁表まで
続き 、
次い
で
ご
字
頂
輪
次
第」
に
続

い
て
四
丁
哀で
そ
れは
終っ
て
ゐ
る 。
五
丁
表に
は

本、以
光明
山本
書
写比
技
共
了

安元三
季
(一一
七
七)
五
月廿日
以
阿関梨
御房御
本

比
技
付異
本浦
害等
了

建久二
季
(一
一
九一)
二
月以
或
本交
了
両三
字直之

(三
行
分程空
白)

承
元二
季
(一
二
O八)
七
月
十八日
書了
覚
経

被直
本定書
写之
了

と
あ
る 。
「
浦
書」
といふの
は
「裏
書」
の
窓な
るべ
く 、
面
白い
宛
字で

ある 。
書
写
者の
「覚
経」
は 、
字体が
草
休の
上 、
下
字の
大
半が
虫
損を

蒙っ
て
ゐ
る
為 、
極めて
読みに
くいが 、
先づ
小
林はこの
やうに
訓
じ 、

他本の
覚
経の
識
語と
比
較
対照して
見た
所 、
「覚
経」
の二
字で
あ
る
乙

と
を
確認
するこ
とが
出
来た 。

さて
右の
奥
書に
拠れば 、
本
書の
祖
本は

付
先づ
「
光
明
山本」
に
よっ
て
書写比
校し
(その
年記は
無し)

∞
安元三
年五
月
廿日 、
阿閤
梨
御房御
本に
よっ
て
比
校し 、
異
本減

戸市高)
書
等を
付し

白
建久二
年二
月 、
或
本を
以て
交し 、
両三
字之を
直した

と
い
ふ 。
付の
「
光
明
山本」
なる
もの
につ
い
て 、
光
明
山とは恐
ら
く
重

誉(
保延八一
一一ニ
五
l一一

四一
V
頃の
人)
を
指
す
と考へ
ら
れる 。
重

誉は
東大
寺
東
南院の
覚
樹 、
中川
実範に
就いて
夫
三ニ
論・
密
法を
学ん

だ 、
著
名な
学僧で
ある 。
「阿
閤
梨
御
房一」
は
何
人か
未だ
定め
得ない
が 、

或い
は
玄
証
阿
関
梨など
を
指すの
か
とも
想
像
さ
れ
る 。
「阿閤
梨
御房
御

本」
に
裏
書が
あっ
た
と
す
れば 、
そ
れは
冊子
本で
な
くて
巻子
本で
あっ

た
と
見ら
れる 。
又 、
その
裏書といふ
の
は 、
本
文最末
尾の
「念読
了
可

礼耽
慮
舎那号」
云々
以
下の
四
行あた
りを
指すもの
か
も
知
れない 。

何れ
に
して
も 、
光明
山本の
他に 、
阿閤
梨
御房
御
本・
或
本の
合計
三
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高山寺蔵本一字頂輪王儀軌音義について

本が
既に
世に
伝っ
て
ゐ
た乙
とを
知
るの
で
ある 。
守岡
山寺
本の
本
文その

もの
に
も 、
既に
朱の
校A口が
あっ
て 、
その
事
実を
明に
示して
ゐ
る 。
乙

の
祖
本が
果して
誰の
書写
乃至は
所
持の
本で
あっ
た
か 、
未だ
明で
ない

が 、
高
山
寺
本で
はヲコ
ト
点に
喜
多
院
点
を用ゐ
て
ゐ
るか
ら 、
恐ら
く
成

身
院
中川
実範の
学
統の
中に
伝っ
た
もの
と
見て
良い
の
で
は
ない
か
〈
重

誉は
実範の
資で
ある乙
と
上
述の
通
り)
と
推
測される 。

本書
は
右の
如
く承
元二
年覚
経
書
写の
識語を
有
するが 、
本
文はとの

識
語と
同
筆で
ある
か
ら 、
本
文の
書写は
承
元二
年と
定め
ると
とが
出
来

る 。
上
述の
如く
本書の
写本として
は
現
存
最
古の
もの
となる 。
又 、
識

語の
年記
として
は 、
東
寺観
智
院
本の 、
天
草食二
年(一一
四五)
の
寛信

(一
O八
四
|一一

五三 、
大
僧
都 、
東
寺
長
者 、
東大
寺別
当 、
厳
覚の
資)

の
識
語に
は
及ば
ない
が 、
こ
れ
と
は恐
ら
く
異っ
た
伝
本として 、
新に
安

元三
年 、
建
久二
年の
年
記を
得た乙
とは
有益で
ある 。

弘
法大
師
全集の
編
者の
注に
よ
る
と 、
東
寺に
は
文
和
本の
他に
更に一

本が
あ
り 、
「
特
進」
(
高山寺
本三
オ一)
か
ら
「後
関知
之」
(
同三
オ
六)

ま
で
はζ
の一
本に
は
之
を
欠くとして
ゐ
る 。
縮
蔵
本・
大
正
蔵本
も同じ

く
之を
欠い
て
ゐ
る 。
し
か
し
高
山
寺
本の
出
現に
よっ
て 、
か
や
うな
異文

を
具
備し
た
類の
本が 、
夙く
よ
り
存した
と
と
を
知る
の
で
ある 。

本
書が
弘
法
大
師空
海の
作で
あるか
否か
は 、
未だ
確
定するこ
とが
出

来ない 。
大
師作とい
ふと
と
は 、
高
山
寺
本の
本
文に
も 、
又
識語に
も 、

一
言も
示されて
ゐ
ない 。
たい〉
諸宗
章疏
録の
記
す
所
に
よ
る
と 、
済
返

(一
O二
五
|一

一
一
五)
の
弘
法
大
師
製
作
書
目 、
覚
鍍
(一
O
九五
|一

一
四一ニ)
の
高
祖
製作目
録 、
心
覚(一
一
八一
頃の
人)
の
大師
製作
番目 、

高
野
山の
大
師
製作
目
録 、一角
山
寺
法
鼓
台大
師
製作
目
録に

二子頂
輪
秘
音義
一
巻

とあ
り 、
又
法鼓
台目
録に

金
剛
頂一
字
頂輪王
儀
軌
音義
一
巻

と
ある
と
述べ 、
又
東
寺
観智院
本の
文和
本の
表
紙の
哀に
克信
法務が
自

ら
「
大
師御
作」
と
記して
ゐ
る
由で
あるか
ら 、
少くと
も
院政
時
代に乙

の
所
伝が
あっ
た
と
とは
疑
無い 。
又
十一
世紀
末
頃の
撰と
推
定
さ
れる
図

書祭
本
類取県
名義
抄に
は 、
「
弘
云」として
引
用した
箇所が
あるが 、
その

内 、
少く
と
も
六ケ
条は
ご
字頂
輪王
儀軌
音義」
で
あ
り 、
名
義
抄の
編

者は 、
と
れを「
弘」
即ち
弘
法
大
師の
援と考へ
て
ゐたこ
とが
知
ら
れる 。

し
か
しこの
時
代に
は
大師
信
仰の
風潮が
強くなっ
て
来て
ゐ
た乙
とで
あ

り 、
伊
呂波
歌の
大
師作説など
も
起っ
て
ゐ
る
時
代で
ある
から 、
右の
や

うな
所
伝
も
直に
信
ずるこ
と
は
出来ない 。
又一
字頂
輪王
儀
軌は 、
密
教

部に
属する
経典で
あっ
て 、
密教
部経
典につ
いて
の
和訓を
含ん
だ
本
邦

所
撰の
音義は 、
空
海の
頃に
は
未だ
他
例が
知
られて
ゐ
ない
とい
ふ
や
う

な
事情
も
ある
(爾
後も
孔雀
経
音義が
撲せ
ら
れた
位の
もの
で
ある 。
し

か
もそ
れに
は
和
訓を
有し
ない) 。

以
上の
や
うな
疑
義は
あるが 、
私は
次の
やうな
諸
条よ
りして 、
空
海

の
撰か 、
若し
さ
うで
ない
に
して
も 、
空
海の
時
代の
邦
人の
撲と
見て 、

大
過は
無い
と
考へ
る
もの
で
ある 。

第一
に 、
本書の
如く 、
漢
字を
掲出して
それに
対して
割注で
注を
記

し 、
その
中に
万葉
仮
名の
和
訓を
含む
とい
ふ
体裁は 、
奈良
時代
末
期以

降 、
善珠の
成唯
識
論述
記
序釈 、
因
明
論疏
明燈
抄 、
撰
者
未
詳の
新
訳
華

厳
経
音義
私記 、
四
分律
音
義など 、
他例が
少くない 。
又
空海
自筆の
三

教
指
帰
(
高
野
山金剛峯
寺
蔵)
に
も
「石峯
甥錨能」「雲髭
嬢
綿

一時
錦
町一字」

の
如き
万葉仮
名の
和
訓
注記が
ある
(乙
の
部分は 、
自
筆本に
は
見え
る

が 、
通
行
本に
は
見え
ない) 。
即ち 、
空
海の
時
代にと
の
や
う
な
注記
方
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式が
既に
存
在して
ゐ
た乙
と
は
確
実で
あ
り 、
と
の
点か
ら
本
書の
空
海
撰

述説を
否
定すると
と
は
出
来ない 。

第二
に 、
本
書の
万
葉
仮
名で
示された
音
訓の
中に 、
平
安
初
期当
時の

国
語の
語
形の
特
徴を
見るこ
と
が
出
来る乙
とで
ある 。
所
謂歴
史
的
仮
名

遺の
誤が
見
出さ
れぬ
と
と
は
勿
論で
あるが 、
更に
ア
行ヤ
行のエ
の
区別

も
行は
れて
ゐ
る 。
即ち
「
纂
械良」
の
「
衣」
は
ア
行のエ
で
あ
り 、
又「
燈

符
叫」
の
「江」
は
ヤ
行のエ
で
あっ
て 、
夫ミ
古用に
適
J
て
ゐ
る 。
更に

「現
時耕一

一競」
の
「
波
江
反」
戸
大正
蔵
経・
縮
蔵
経に
「
波
伊反」
と
あるの

は
恐
らく
後人の
枇で
あ
ら
う)
は 、
前に
論じた
如く 、
斉韻
字の
韻
尾
表

記の
古
形
態で
あっ
て(
築
島
裕「源
氏
物
語の
漢
語の一
性
格」
〈
文
学
昭
和

四
十二
年
五
月〉) 、
「
隻六乃
佐
叡
(
采)」
(
万葉
十
六ノ
三
八二
七)
の
如

く 、
古く
「
ア
列
字+エ
(ヤ
行のエ)」
の
形
で
表記
された
形と
符
合し

て
ゐ
る 。
又 、
「
隊後
巧」
(
世の
形は 、
フ
ウム 、
更に
フ
クム)
など
の
古

形
もあ
り 、
又
字音の
舌内
被
音
尾の
表記に
「爾」
を
用ゐ
た
「
意鬼議反」

「
綴左爾反」
「
煉可爾反」
な
どの
例 、
「
拭」
に
「士山
憶反」
(シ
オクd
と 、
効

音にア
行
音の
オ
を
用ゐ
た
例など
(
但し
「
糠」
に
「
知益
反」
と
し
た
例

も
ある) 、
何れ
も
平安
初
期点
本の
表
記の
特
徴に
適つ
て
ゐ
る 。
又
「
滑

果知反」「
皐 爾」
の
如く 、

合雲
表
記に
類
音
字(
果・
鬼)
を
用ゐ
るの

も 、
当
時の
用
法に
合ふ 。

又 、
所
用の
万
葉仮
名は

(
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阿

伊
予
子

衣

可
加
支

久(
匂)

左

士山
之
須

太
大
知

(都)

奈

余

奴

留由元布
牟 不

部
戸

与 毛 保

16 

子

乃 止 祖 許 於

波(
婆)
比

万(
摩)

也良

利

和果(クワ)

鬼(タヰ)

(
畳
符)
ミ、

の
如くで
あ
り 、
平安
初期の
用
字法として
矛
盾は
認め
られない
と岡山ふ 。

以
上の
如き
見地か
ら 、
本
音
義は 、
少くと
も
空
海の
撰と
する乙
とを

否定
は
出
来
ないと
考へ
る
次第で
ある 。

尚 、
本
書が
後世の
文献に
及し
た
影
響として
は 、
上に
も一
寸触
れた

が 、
図
書
寮
本
類衆
名
義抄
所引の
「
弘
云」
と
冠した
記
事
が
あ
る 。
「
弘

云」
の
中の
大
部
分は 、
弘
法大
師
撲の
「家
隷万象
名
義」
で
あるが 、
そ

の
中で治

弘
云
何
万
子
久
(一
一
一
4
)

纂
集
臨

時晶(二
九七1)

鈴
|(

環)
胤
d
削
指
誠
一胤
(一
ムハ一一一
4)

徽弘云左爾反川加左
(=
二
八6)

細
滑弘一宮市探知反奈太良加爾
(
四
八7)

調
埼詔 一
返
却

4U叫

(八三6)

(「
調」
の
注の
「
又云
志
良
部」
は
別筆で
右
側に
補
入しで
ある
もの

らし
い 。
前
半の
「弘
云合
和
選、
期、
売、
求、」
は 、
官軍隷
万象
名

義
か
らの
引
用で
あ
る 。〕

の
六ケ
条
は 、
一
字頂
輪王
儀
軌
音
義の
本
文と
符
合し 、
乙
の
高山
寺
本の

本
文と
比べ
て
見る
と 、
「治」
が
「
合」
と
誤っ
て
を
り 、
又 、
「
細
滑」
の

江

乎

尺
(
シ
ヤ
ク)

憶
(
オ
ク)

益
(
ヤ
ク)



見
出語が
欠
損して
ゐ
る
他は 、
万
葉
仮
名の
字母まで
完
全に一
致
して
ゐ

る 。

(
以
上築
島)

高山寺蔵本一字頂輪王儀軌音義について

以
下 、
高山
寺蔵
本の
本
文
全
文の
翻
字 、
及び
現
行
活
字本との
校
異を

示し 、
併
せて
校
勘
記を
略
記
する 。

〔
翻
字
及び
校
異凡
例〕

L
本
文は 、
高山
寺蔵金
剛
頂経一
字
頂
輪王
儀
軌音
義
承元二
年覚
経
書

写
本
全文の
翻字で
ある 。

Z
行取は
原本に
従ひ 、
又
原
本
各
丁表一一袋の
第一
行
頭
字に
「を
附し 、

一
オ 、
一
ウで
丁
数と
表
裏の
別を
示し
た 。

a
漢
字
体は
通行
字体に
依っ
た 。

4H
原
本に
は
朱の
訓
点が
附せ
られて
ゐ
る 。
その
ヲコ
ト
点
は
平
仮
名

で 、
仮
名は
片仮
名で
示し 、
又句
点は
「0」 、
読点は
「・」 、
反
点は

「・」
で
示した 。

ヲコ
ト
点は
次の
如く
間滞
納芯
れる
(喜
多院点J o

ニーー一一一一-内

I }Iム
| ゆ ル「、

ヲじ4二↓テ

句

令IJ Iふ

広
校
異は 、
弘
法
大
師全
集第二
輯所
収
本 、
大正
新
修
大
蔵
経
第十
九巻

所
収
本との
異問 、
及び
大日
本
校訂
大
蔵
経
(縮
刷
大
蔵経)
余
秩三
所

収
本・
弘
法
大
師
全
集
所
収
本が
校異に
用ゐた一
本(同書
上
欄)・
大
正

新
総問
大
蔵
経が
校
異に
用ゐた
別
本(同
書
下欄
注記)
の
異同を 、
脚
注

に
示した 。

脚
注の
校
異に
は 、
各
丁表・
哀
毎に
当該
字に
通し
番
号を
附して 、

本
文と
対
応させ
た 。

校
異に
用ゐ
た
諸
本は
左の
略
号に
従っ
た 。

弘H
弘
法大
師
全
集
第二
輯所収
本

蔵日
大疋
新
倫
大
蔵経
第十
九
巻所
収
本

縮H
大日
本
校訂
大
蔵
経(
縮
刷大
蔵経)
余軟三
所
収本

弘
校
異H
弘
法
大師
全
集
第二
騎
所収
本上櫛
校異

蔵
校
異H
大正
新情
大
蔵経
第十
九
巻
所収
本
下欄
校
異

縮
校異H
大日
本
校訂
大
蔵経(
縮
刷
大
蔵経)
所収
本上欄
校異

6・
漢
字体の
正
体 、
異
体の
相違 、
所
謂新
字体 、
旧
字体の
相違は 、
校

異に
は
示さなかっ
た 。

高
山
寺
蔵
本で
踊
字を
用ゐ
る
所を 、
弘・
蔵
本
共に
上
字を
繰
返して

書き 、
騎
字を用ゐ
な
いが 、
その
相違は
示さな
い 。

ワい
弘
法大
師
全集
所
収
本に
は 、
返
点送
仮
名が
あるが 、
後
世の
加筆と

見
られるの
で 、
校
異に
は一
切採らなかっ
た 。
又 、
同
本の
上
櫛
校
異の

中 、
縮
刷
大
蔵
経の
字
句に
関する
もの
は
原則として
採ら
なかっ
た 。

&
校異に
用ゐ
た 、
弘
法大
師全
集
所
収
本と
大正
新惰大
蔵経所
収
本の

識語は 、
高
山
寺
蔵
本の
本文の
後に
掲げて 、
参
考に
資した o

a
欠損部は
〔
〕
で
括っ
て
示した 。

文12ご〔
稽 玉E主高

剛首 市 山至 調 寺経是 一本
故 守 一
常2芸字
坂3認頂命 主 唾

儀 ム
賛4 品 儀
日 主2軌

日 コ主
主主 臼

此 割 義
八 〕

wii項5)
初

〔校異〕

一
オ

l
就
不空
訳
時処
儀
軌

(
縮
校異)

17 



五
句

有
五
説

。一
於
初

句・
言
普
賢・
者
是

理
也

。
即

是

篤

二子
・

捕
l

在
下
諸
傍
寸

故

或
分

篤二
例。
調
普
賢
輿
諸
例
韓
輪

王
・

是
也
。

或
分
潟
三

悌
。

先二
加
現
詮

大

菩
提・
是

也。
或

分
作

四
智

。
謂
普
賢
者
是

五作記こ智7大
智 智 揖2， . 固

定即 鏡
先 即 居 1阿 智
四 不 出調
加 空 ut陀 即
法 成 恒 例 阿

界 就富也闘
拡3 {i弗立 。併

性 是 宍次
智 也2勅 一次

輪 句一
所 或ご 卒句
謂分 èT 等 妙、
受作 lは性 観
名 成智 察

所

大 井 金
金 中 剛
輪5駄4界
明 肱 ー
王 宜 句2会 是
Z 那 也
1悌
東・ 自
方 也 此
{弗 。
也 従 下。自 匂
威 頂 配
光 流 四

至 出 方

句 圏
西 緯
方6・

綾 匂現 南
至 方
皆 悌
殻7

篤
北 一
{弗8切。至
至 輪一 王
鉢 ・

一「三ご +!.r 
{弗王 子

次 中
二 鉢

句{弗
西 也
{弗 。

次次 一
一句中 東鉢 例4弗
成 司
{弗( 一一

至三句
同 南

虚
空・

次 北
西五悌 也

次

東
悌

次一
中駄

併

ト
ノ
コ
ト
ク一
E

令
頓
二
句は
南
仰・
是

マ-アノ
2

2 
常(
蔵) 、
当
(
蔵
校

異)
常
本
軌
別本
作

当
(弘
校
異 、
縮
校

異)帰
命(弘 、
蔵)

讃(
蔵 、
縮) 、
賛(
蔵

校
異)

頒
(弘 、
蔵 、
縮)

謂(蔵 、
縮)

「
智」ナシ(
蔵 、
縮)

4 3 765 一
ウ

1
生(蔵 、
縮) 、
性一

作生
(弘
校
異)

2
「
也」
ナシ(蔵 、
縮)

3
体(
縮 、
以
下同 、
略)

4
胎(
蔵 、
縮)

5
剛
(
蔵)

6
仏
(弘 、
蔵 、
縮)

7
没(弘) 、
没一
作
投

(弘
校
異)

仏
+
(顕
勝)
カ

(
蹴) 、
仏ノ
下「
顕

勝」
ア
リ(弘) 、
顕

勝二
字一
本無
(弘

校
異)

8 ニ
オ

1
二(
減 、
縮) 、一
紡
蔵

作二
似是(弘
校
異)

一
(弘 、
議 、
結)

帰
命(弘 、
蔵 、
結)

3 2 

故
常
坂命の-u
北
方

悌也。
今
別に
翻件す

燦 文
書iI音4 .

" 須尺 音留E 毒
也

令鵠

裏献良

故蛾

相
主
許
其(
右
傍
朱)

話刃門
反〕
「
爾」

。。輩
蹴

爾
族
姓

四
姓
也

騎
服
昭

氏 。
議
雌
一川
就
い八

磨留須

「二壇宴2杢実12， 温匂-1 5 飽 。ι
宕茄弓

ロ ムU 瀧 9
補単 調 止知) 同 勺 円 1 良益於波1 加反但IJ 布江 省

元ロ3 幸男 相
r、 IJ
主主 川

栂由於
比保

柱
友、
布

脳
後久子11 腕
再結 豆太 9

〕白
目交 文毛12 「一、

腿、_.J
毛子10
々口

〔
悉
地〕
蹴
転

崎弘
左
爾
反
川

岩
加
左
傘
字
同
也

aq

 

劇
甚
也

箆 16 部吾
阿覇軍 且

口反 修
者々

奈
止

呈Z一一定
阿
志

EK
太

時
ZT12拭
九 円 )11 注
工μ安反

受
茶
羅

押須於

aU1

 

蜂
見
上
止門
加〕
口

金
i
下
止
口

qs

 

魁
口
也

額
8音比

加太
支比
反

FK
阿
左

3
布

也也
比
左
nnnM

 

蝉
一隅
蹴
締
甑
北
町

招
反。
太
乎
也

調
1l'� 元15也

昏 盤
奴和戸車 加
+6' 

暮 百
戸果17 也

午
時馬

6

 

棟
Em反

湾13
日
也

由
猶
也

音釈
河
河也
飢
須留

(蔵 、
縮) 、
音釈何

反
訓
須留(弘)

築(
縮)

擦(弘 、
蔵 、
縮) 、
街

(蔵
校
異)
擦蔵本
作

筒(
縮校
異)

「
其」
ミセ
ケチ 。
許

其反(蔵 、
縮) 、
許

子反
(弘)

註輩同
董川訓
字省

(
縮校
異)

線 、
智益
反(弘)
機

(
縮)云(蔵 、

縮)

波
伊反
(蔵)

布布
無(弘)
布
久

無(蔵 、
縮)

稔
伽
現
時一
一肌滑(弘 、

蔵 、
縮)

二
ウ

l
菜知反
(弘)
果和

反
(
縮)

奈太
良繭(蔵 、
縮)

祖波
無(弘 、
蔵 、
縮)

上
止
加
利

下止志(弘 、
蔵 、
縮)

素
月
批 白(弘 、
蔵 、
縮)

控
枯左(
弘 、
蔵 、
縮)

能
也(弘 、
蔵 、
縮)

音
加久反(蔵 、
縮) 、

18 
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云以19孟匹、 2比久重土 問 、
宜 反都マ
ヴ 知お会18
作24 一 手両-:;
￡ 誘21久万三
乞 反保22

知 銀於久
捜久阿留奈自rt! 23 久水

左洋 間公反 布左川 加予
欝保却山

師
久川
左伊

関

税訟
嗣。

5一
HR

与
祖
比

羽川

nnn

ー「 ニニ

特1 ! 
進品此2也正

ロ

え之芦反比懸名而不局

-
記務時用此字除准之卿司此

上郎
也某3鴻

「、r-.
大此'-''-' 云雁
湾中

量此雁乃加太波良乃之志奈利此

臨二字是司名准此土治部
省等

大
興
善
寺
蹴

一諮問郎

関税
腕也直云輿

bHJ此党

、
Z
F
語
略

也具云志良時静岡奈

此云息思修善

大
庚
智蹴玉賜
不
空蹴欄

高山寺蔵本一字頂輪王儀軌音義について

閑喧 智致用:z;;4滋也之令 正後但 名問詔知輿之勅
字

B
ET上字汎公口所出云命也公被百官時

号員室F云招官告民時云錯也民承法受行

印 将 一

千喜一=￡芝J[j、 二二一 内 』県
常幸密 チ輪=午 、 加
週宇 品む谷
頭IC: 主と と 月ヨ
了喜 而

事 手
害6 司、.J 1ど

浮
了

則
室に
結
坐

次
以〔
暖〕
字・

浮
身

(
三
ウ)

「
及
慮
皆
焼
浄
了

頂に
三
調

次
以
蓮1
花 次心 以
印 傍・を 部
上勺心
右をご印

大 七人

指 以

就

蓋
9 

音加
支
反
(
弘)

太
太
牟支(弘) 、
太

布
左
江
牟反(蔵 、
縮)

子
都毛毛(
弘) 、
布

都毛毛
〈蔵 、
縮)

千
奈
久
保(
蔵 、
結)

毛
毛
(
縮)

美口也(
蔵 、
縮)

「
傘
字
同
也」
弘 、

蔵 、
縮ナシ

無
也
(
弘 、
蔵 、
縮)

「
阿」ノ
下 、一屑「
方」

ト
見ュ 。
獲
反
阿太

(
蔵 、
縮) 、
苑
也
阿太

(
弘)泊

布
戸(
蔵) 、
由
布

戸
(
縮)

治
(
弘 、
蔵 、
縮)

香
(
蔵
校異〉
集
韻

秘
詳
香也一
本
軌
作

香複
(縮
校
異)

都
知反(弘〉 、
郵
列

反(蔵 、
縮) 、
都
知

反ノ
誤カ

辞
(
弘 、
蔵) 、
複

(
蔵
校
異) 。
誤
写カ

保没
反
(
蔵 、
縮)

水
苦ノ反
川
伊
久
左
公

(
弘)立回
水伊
川
伊
久

左公(
蔵 、
縮)「
洋」

ノ
芳ハ
「
宇」
トモ

10 14 13 12 11 16 15 17 19 18 20 21 2322 

大
指

就
左
耳慮
= 次一 以刷7 金J 。 剛
次 予元2 24.
勝 て印 士主

正工。

右
耳の
慮・
三
諦

剛 加
薩τ持
握手了
，--.._チ上)然
欄 後4升.. Iこ
こ:J 作
唾3往

イ る」 堂

守毎
回

之 調我
身金

入
堂
穫
悌
焼
香

塗
香三
部
印
作
了
次
普
雄
印
言回右.
(
喜

之語5

蹄 朱
命 ヱ等 7
四 b
元6
量

一 観

解提
肋G }し、
観 言

印
五

福白 墨観注EE本 肪
結等 護本 の

員 言
言 印
印

輪文
一 . 密名
高量 A 言一

事室
印

悦2大
聖 日
衆 三
言 字
印 密

密亦言名
御
身

供
養
言
印
讃
印

傍
眼
吉三.

印
又
智
拳
本
言

力日6 属 讐電 3 康夫
御 盟各4 :"車 闘身量竺毒菌伽
目 。Fぷ
之 . -烹型

弓足。印此

然 呑 ・プ

完売i定 援 護{印 印 を

金 里 香
又 喜

〔
観〕
字

義
及
月
輪
種
等。
出

了
本
言
加

持
一説… 然

後
24 

見ユ 。
「
伊」ノ
誤
写

カ作此(
蔵 、
結)

三
オ

1
「
特進」(三
オ
第一

行)
ヨ
リ
「後
関
知

之」
(三
オ
第六
行)

マ
デノ
六
行ハ
蔵 、

縮ニ
欠
文 。
特進
至

後
関知之一
本
並蔵

縮
本無之(
弘
校異)

「
特
進」ノ
右
傍朱
字

不明
此
正二
品也
(
弘)

其(
弘)

云令
也
(
弘)

到 、
室
(
蔵 、
縮)

舌三
遍
(
蔵 、
給) 、

舌三
下
縮蔵
有遍
字

(
弘
校異)

6 5 4 3 2 三ウ1
蓮
花都心
印(
弘) 、

蓮
華
部心
印(蔵 、
縮)

無
能勝
印(
蔵 、
縮)

ナシ
(
縮)

左
足
(
弘) 、
右
足

(
蔵 、
縮)

諮
云(
蔵縮)

無
(
弘 、
蔵結)

右
傍朱「
廿
l」

4 3 2 7 6 5 
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加
持
・

讃
言
印
供

養
叫J口
融h
如〕
前

悶
伽
餓

{
四
ウ)
1

2

「
命
等
無
能
勝
解
界
一ヂ一Y
E旋

(
朱)
3

解
脱
印
言
ト
山m
t

前
三
部
心
印
了
数
如
前

(
三
行
空
白)

念
語
了
可
稜
枇
虚
舎
那
鋭
十
遁

花
躍
経
鋭十

文
殊
十

不
動
等
放十
普
賢十

龍
樹
銃十
因
明
論
党
批
十

陳
那
党
税
十

天
主
党
十己

上
〔
勤〕
口
也

(
五
オ)

「
本
云以

光
明
山本
書潟
比
技
共了

安
元三
季五
月
廿日
以
阿閤
梨
御
房御
本

比
校付
異
本
浦
書等
了

四
オ

1
密語
(
弘)

2
「
悦
聖
衆
言
叩」
蔵 、

縮ナシ
調
(蔵 、
縮)

各
(
紛)

「
次」
ノ
上ニ
「
念
珠

言
印念請数
了」
ノ

八
字、
蔵 、
弘 、
縮

ア
リ

以
御
身印之(
弘) 、

以
縮蔵
作加
又之
作

也(
弘
校異) 、
加
御

身
印
也
(
蔵)

5 4 3 6 四
ワ

1
無
能
解界(蔵) 、
無

能
勝
解
界
(
蔵
校

異) 、
勝
縮
蔵
相州(
弘

校
異)

遍
(
縮)

「解
脱
言
足」
ノ
四

字 、
弘 、
球 、
縮ナシ

「念読
了」以
下五
行

弘 、
蔵 、
縮ナシ

3 2 4 「本一玄」
ヨ
リ「
両三
字直

之」
マ
デト
「
被直
本定

書
写之
了」
トハ
梢薄墨

色同
筆
色 。
覚
経
ガ
「
承

元二
季」
ノ
識語
ノ
後ニ

加ヘ
タモ
ノ
カ

建
久二
季二
月以
或木
交了
一則=一
字
直之
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承
元二
季
七
月
十八
日
書了

被
直本
定苦
潟之
了

党〔経〕

〔
校異に
用ゐた
諸本の
奥
書〕

O弘
法大
師全
集第二
輯(
明治四
十三
年刊)
所収
本の
奥
書

-一プ

ノ

ヲ

ス

天謎二
年
首亙
十三日
以ユ
恵
什閤
梨
本-
写レ
之
権大
僧
都
究信

一ア

ヱ

文和三
年四
月二
十日
於ニ
勧
修
寺竹林一房司
書写
了一
校了
権少
僧
都
呆宝

セ

シ

延
享二
歳
次乙丑
閏十二
月十五日
令ニ
繕
装-
収エ
納
金
剛
蔵-
皐
僧正
賢

賀
鳩
羽

こ
行
空
白)

編
者目 。
右一
字頂
輪
王
儀軌
音
義井一
字頂輪
次
第一
巻 。
以日
東
寺観

ヲ

シ

P

テ

ノ

ノ

F

智
院
所
蔵
呆宝
法印手写
本一
為-一
原本-
円以エ
同院
所
蔵
士口
写
異
本一
巻

ト
ヲ

シ
ヌ

ノ

ノ

ノ

ユ

シ
テ

タ

井
縮
刷大
蔵経
本一
校Aロ
皐 。
今
原
本
表
紙
裏
記
云
大
師
御作

法
務
自
第

ノ

エ

シ
テ

ノ

，

タ

レ

ノ

古
版
真
実経
文
句
終 。
頼稔
師出-一
理
趣
経
訳
号
釈-
云 。
是
大
師
自
筆

頂
哨
工山
吹
付加 ノ
後批 ト也 。
又理
趣

向小
秘

簿
一紗呆宝一
ι十ノ
亦出一 -
f J
訳号
釈一

云レ
在ニ
一
字頂
輪王
儀軌
秘
音
義-
而
観
智院
所蔵
一
本
弁
縮
刷
大蔵

ノ

ノ

シ

レ

ナル

ノ

経
中
本
無ユ
特
進等
訳
号
釈
文→
葦
固定
異本
耳 。
返
鍍
等
先
哲

タ

シ-ア
ヒ

p

ア

ヲ

目
録
皆
出ν
之
究信
法務
自記一
F
大
師御作-
諸
師皆
用ν之

O大正
新備
大
蔵経
第十
九
巻
(Z0
83
所収本
及び
大日
本校訂
大

政
経
(
縮
政
経)
余
軟三
所収
本の
奥
書

天明三
丙
午
十月=
百 。
於
仁和
寺皆
明寺 。
以
栂
尾
山
法鼓台
蔵
本
写
得

之吃
智
桜院僧
東武
慈忍



享和
改
元
辛
酉年秋
八
月初
六
夜 。
求
右
本写
之 。
此
音義
者 。
和
人
施
於

和
人
音
訓 。
是故
其反
切
等
有
難通 。
而
魯魚之
差不
少 。
今
校正
点国
字

以
寿
枠 。
千
時
同
年
冬
十
月 。

和
州
登
初
瀬山総
持院

一
校
了

扶
道
き士
1>"、

慈

順

(
大
正
蔵
同
十
九
巻
目
次
三

頁
に
は
「
唐
不
空
訳
」

と
あ
り)

高山寺蔵本一字頂輪王儀軌音義について

〔
校勘
記〕

一 、
高
山寺
蔵本の
本
文は 、
弘・
蔵
(
及び
縮
刷
大
蔵
経)
の
本
文の
何
れ

と
も
相
違
する
字
句が
ある 。

O
「
傘
字同
也」
(二
ウ
注M 。以
下
算用
数
字は
注番
号)
の
四
字は 、

一角
山
寺
本に
あ
るが 、
弘・
蔵・
縮三
本に
はない 。

O
「
念講
了」
(
四ウ4〉
以
下の
五
行
は 、
高
山寺
本に
あるが 、
弘­

蔵・
縮三
本に
は
な
い 。

O
「
念珠
言
印
念
請数
了」
(
四オ5)の
八{子は 、
高山
寺
本に
はない

が 、
弘・
蔵・
縮三
本に
は
存する 。

O
「二
句西
方」
(一
ウ6)
は 、
弘・
蔵・
縮
共に「二
句西
仏」とあ
る 。

O
字
形の
異な
りに
依る
小
異 。

項
(
高
山寺
本)
(一
オ5)
||

頒
(
弘・
蔵)

擦
(同
右)

(二
オ6)
||

錬(
同
右)

柱(
同
右)

(ニウ6)
||

註
(
同
右〉

予
久左
公(
同
右)(ニ
ウn

y--伊
久
左公
(
同
右〉

そ
の
他 、
元(
高山
寺
本)
と
無(
弘・
蔵)
の
相
違
もある 。

二 、
高
山
寺
本は 、
弘・
蔵・
縮刷
大
蔵
経
本と
比べ
て 、
弘
に最
も
近い
が 、

ζ
れ
と
も
尚
次の
如き
小異が
ある 。
(
括弧
内
はす向
山
寺本)'

弘と一回向
山
考
本との
漢
字の
小異

没(
殺)
一
ウ7
智
益反
(知益
反)
ニ
オ9

菓
知反
(
果
知
反)
二
ウ1
其(
某)
三オ3

密
語(密
言)
四オ1
以
(
加)
四オ6

弘の
誤
写と
見ら
れる
もの

苑
也(
苑反)
二
ウ日

一面
山寺
本と
蔵が
同じで 、
弘が
異なる
もの

顕
勝(吉岡
山寺
本・
蔵
ナシ 、
弘ア
リ)

三 、
高山
寺本と
蔵と
は 、
弘の
場合に
比べ
て 、
相
違が
甚しい O

L
次の
字
句は 、
高
山寺
本に
は
ある
が 、
蔵に
はない 。

「
特
進」
以
下
六
行(三
オl)
〔縮刷
大蔵
経
もな
し〕

悦聖衆言
印の
五
字(四オ2)
〔同
右〕

勝
(
四ウ1)

〔
同右〕

智(一
オ7)
〔同
右〕
也
(一
ウ2)
〔同
右〕

Z
次の
字
句は 、一日向
山寺
本に
な
く 、
蔵に
ある 。

「
舌三」
の
下の
「
遍」(三
オ6)
〔縮刷
大蔵
経もあ
り〕

「
勝」
の
上の
「
能」(三
ウ2)
〔同
右〕

nι
蔵が 、
高
山寺
本と
別
語と
なっ
て
ゐ
る
もの 。

(
括
弧
内が
高山
寺本)

謂(
説)
〔縮
刷
大蔵
経
も
謂〕

一
オ6

次二
(
次一)
〔縮
刷
大
蔵
経も二〕
ニ
オ1

到
室
(
則室)〔縮
刷
大蔵
経
も到
室〕
三
オ5

大
金
剛
明王
(
大
金
輪明王)
一
ウ5

美口也(
写ロ也)
〔縮刷
大蔵
経も
美〕

請云
(
諦之)
〔
縮刷大蔵
経も調
云〕

1. 2. 3. 

二
ウ
日

三
ワ
5
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蔵の
中に
は 、
次の
如く
明かな
誤
り又
は
後
世の
改と
考へ
ら
れる
も

の
を
含ん
で
ゐ
る 。
(
縮
刷
大
蔵
経も
蔵に
同じ)

燦
儲
鰍 一制
…削(
燦
腕

一衛反)一一
オ4

奈
太
良
爾
(
奈
太
良〈
加〉
爾)

二
ウ
2

恩
師
陛(
腕
器支)
二
ウ9

保
没
反(
保知
反)
二
ウ詑

現波伊反
(現波江反)
二
オロ

噸
布
久
無

(
噸
布
々
元)

二
オ
ロ

額
音
加
久
反

(
額
音
加
支
反)
一一
ウ
8

布
都
毛毛
(
子
口
毛々
)
二
ウ叩

油
布
戸(
由
不
戸)
〔
縮は
由布
戸〕
二
ウロ

四 、
高山
寺
本に
も 、
誤
写と
考へ
ら
れる
もの
を
含ん
で
ゐ
る 。

「
似品
目M」
は
「治」(弘・
蔵・
縮)
で
あ
らう
(ニ
ウ臼) 。

×

 

「秘
跡 ・知」
は
「秘部列反」
(蔵)
の
上
字
「
都知反」
の
誤
写
で
あ
ら
う

(二
ウ却) 。

「
日町
一服知」
は
「
辞」
(弘・
蔵)
が
歪
星に
合ふ O
(二
ウ幻)

。

「
帥水枠反」
は
「
水
ヰア反」(
弘)
「水
伊」
(
蔵)
か
ら
見て
「水
伊
反」
の

誤
写で
あ
ら
う 。
(二
ウお)

以
上の
誤
写と
考へ
ら
れる
もの
が 、
二
丁哀の
七
行八
行自に
集っ
て
ゐ

るの
は
注意さ
れる 。

五 、
高
山
寺本に
も
朱の
異
本
校
合が
三
箇所あ
る 。

(清一切伸一時本文)
(高寺本朱)

(
弘)

許
其反

許
子反(二
オ)

立
右
足

立
左
足(三
ウ)

許
子反

立
左
足

(
蔵)

許
其反

立
右
足

その
中 、
ミセ
ケチの
右
掲の二
例
共に 、
被
訂
字が
蔵と一
致し 、
朱の

訂正
字が
弘
と一
致して
ゐ
る 。
高山寺
本は 、
そ
の
識語に
依
れば 、
既

に
他
本との
校合を
経て
ゐ
る乙
とが
判る 。
(以上
小林)
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高山
寺
本一
字頂
輪王
儀
軌
音義の
書
写
者覚
経につ
いて
は 、
知
る
所が

少い 。
生
年は 、
後
掲の
諸本の
識
語か
ら
逆
算して 、
元
暦
元年(一
一
八

四)
で
あると
とが
知
られる 。
又 、
「
愛明王
口
伝」
に
「
覚
経生
年二
十

歳
夏
蕗
十耳失」
と
ある乙
とによっ
て 、
と
の
本の
識
語に
は
年号の
記
載

は
無い
けれ
ど
も 、
乙
れが
建仁三
年の
記で
あると
とが
判
り 、
又 、
建久

三
年に
十一
歳で
始め
て
夏
鴎に
入っ
たこ
とを
知
る 。

高
山
寺経
蔵の
聖教類に
見え
る
覚
経の
識語が 、
彼の
閲歴を
知る
資料

の
すべ
て
で
ある 。
醍
醐
寺蔵「
伝
法滋
頂師
資
相
承」
の
勧
修寺流の
項の

下に、僧正
長
遍
||覚

経法印(
他略)

と
見え
る覚
経は 、
長遍が一
二二
三
|一

三
O二
の
人で
ある
か
ら 、
恐
ら

く
別人で
あ
らう 。

高山
寺
聖
教
類の
識
語
によ
る
と 、
その
初
見は
建仁二
年
三
二
O二)

三
月二
十三
日
の
「
護
摩壇
様」
で
あっ
て 、
生
年
十
九
歳と
記して
ゐ
る 。

(
点
本番
目
による
と 、
高山
寺蔵胎
蔵界
念諦次
第一
帖の奥に
「
建仁二
年

金
商
之
比
書官守井交
点伝
受初
行了
間末
資
党 一

軒

詳」
とあるが 、
年
令 一が
合

は
ず
不審で
ある 。)
そ
して 、
二
十
歳(
建仁三
年) 、
二
十一
歳(元
久元

年)
の
聞の
識
語が
最
も
多くて 、
二
十八歳の
建暦
元
年
三
二一一)
十

一
月
十六日
に
「
伝
法滋
頂作
法
私記」
を
書写して
ゐ
る
の
を
最
後と
し

て 、
絶えて
その
後の
もの
を
見ない @
或い
は
何かの
事
情で
以
後の
もの



高山寺蔵本一字頂輪王儀軌音義について

が
伝
らな
かっ
たの
か 、
又は
別の
法
名に
改
名した乙
とな
ど
も
考へ
得る

が 、
建仁三
年正
月二
十日の
「転非命
業抄」
の
奥に

殊恐
短
命
故此
書
所出
持
也可
哀

と
あ
る
の
は 、
二
十
歳の
時の
自署で
ある
が 、
或い
は
病身で
前
途長か
ら

ぬ
ζ
と
を
自ら
予測して
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
か 。
想
像を
這
し
う
す
る
な
ら

ば 、
二
十歳 、
二
十一
歳の
頃に
極めて
書写
本の
数
の
多い
の
は 、
病身に

鞭っ
て
書
写に
精励した
為なの
か
も
知
れない 。
そ
して二
十八
歳 、
又は

そ
れか
ら
間
もな
くの
頃 、
短い
生
涯を
終っ
た
の
で
ない
か
と
も
考へ
られ

る 。覚
経が
書
写し
た
本の
祖本につ
い
て 、
その
人
名・
房
名
等
を見る
と 、

O千
手院
本(
無動
秘
伝・
題
未詳)

O
東別
所
本
(
支
度巻
数
等・
四
天王
法・
支
度巻数
集)

O
新
別
所
(
転
非
命業
事・
大
威
徳自行
私記・
延
命
法・一
字金
輪次

第・
孔雀経
法)

O
醍
醐賢
覚
法眼(理
性
房)
(
転非命
業抄)

賢
覚
(一
O八
O
l一

一
五
六)
は
醍醐
寺
僧 、
理
性院の
祖。

O
勝
定
房(大
威
徳
自
行私記)

。、
呆
(
範
呆か)
(焔
摩
天
供)

範
呆は
勧
修
寺の
僧 、
保
元
l治

承
頃の
人 。
点
本を
多く
残して
ゐ
る 。

O
西
谷
(
行法
秘
事・
方法所
尊
句等)

西
谷は一品
野山
覚
鍵
及び
玄証の
居所 、
覚
銭は
寛
助・
賢覚の
資 。玄

証
(一一
四
六
|一

二
O八以
降)
は
仁
済・
証
印の
資 。

O
基
舜(
諸
尊
秘
一事口
伝
集・
伝
法時
作
法)

基
舜
(
基
俊)
は
高
野
山
中院
流の
僧 、
兼賢(一
O八八
|一一

五
七)

の
高
足 。

O証
印(
諸
尊
秘
事口
伝集)

証
印(一
一
O八
|一一

八七)
は
高野山金
剛
峯
寺の
僧 。
玄証の
師 。

O常
喜
院・
常
喜院阿
閤
梨・
北
御一房(
降三
世・
光
明
真言
法・
孔雀
経

法・
薬
事
名也)

常
喜院は
心
覚(?
l一一

八
O) 、
高野
山の
僧 。

O
浄光
房一上
人
(
方
法所
尊
匂等)

浄光
房は
頼尊
(一
O二
五
|一

O
九一) 、
仁和
寺の
僧 。

O
月上院
(
諸口
伝・
千
手観
音行法次
第)

O月
本
(
月上
院
本の
略)
(
金輪
次第)

月上
院は
玄
証
(前
述)
で
あら
う 。

O
宰
相入
道
警
本(
伝
受)

O金
剛
峯
寺五
室
別所〈
基
舜の
本奥書〉
(
伝法
時
作
法)

O閤
梨
(
大明
星供
印
次第)

O祖
師
御自
筆
本(
作壇)

O仏
光
金
明院
(
?)
(一
事等)

O
勧修
寺(大
威
徳
転法
輪
法)

O光
明
山
本(
金
剛
頂経一
字
頂輪
王儀軌
音
義)

光
明
山は
大
和に
在
り 、
重誉(
保延
三
二二
五
ー一一

四一〉
頃の

人)
の
居
所 、
重誉は
東
南院覚
樹 、
中川
実範の
資(
前述) 。

O遍
照
寺(
題未詳)

遍照
寺は
仁
和
寺
寛朝
僧正
(
九一
六
|

九
九八) 。

等で
あっ
て 、
真
言
宗の
高野
山・
醍
醐
寺・
勧修
寺・
仁
和
寺
等の
関係の

もの
が
多い 。
党経は
恐
ら
く 、
証
印
|玄証の

法統等を
多分に
菓けた
人

だっ
たの
で
あ
らう 。

(
以上築
島)
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。
Aふら見

経

年

(

略報
酬
料
も)

(〔

U
は
欠
損
部
を
示
す〕

壬主主
ロ日

一
歳
出
生
(
後
記
諸本の
識語よ
り逆
算)

十一
歳
始めて
亙璃に
入る
(
愛明王
ロ
伝
建

仁三
年識
語よ
り逆
算)

.，

 

建
仁
元
年(一
二
O一)

十八
歳

十二
月
十日
題
未
詳の
本を
書
写せ
る
か

。題
未
詳
一
一帖
(
巻
尾の
み一
紙)
(
補二
ノ
三
八
九)

(肉氏 、
墨)
建仁
元
年
十二
月
十白
書
写比
交了」
生
年十八」

O
曇
点
(
仮名
点)
少々
あ
り 、
ζ
の
本署名
無け
れど
も
年齢
符
合す

る
によ
り
覚
経
写と
推
定す一 。

建
仁二
年(一
ニ
O二)

十
九
歳

三
月
十三
日
題
未詳の
本を
書写せ
る
か

。題
未
詳
一
帖
(巻
尾の
み一
紙)
(
裕二ノ
三
九
O)

(
奥 、
墨)
建仁二
年三
月
十三
日
書
了」
生
年十
九」

O
無点 、
乙
の
本
署
名
無け
れど
も
年
齢
符
合する
によ
り
覚
経
写と
推

定
す

三
月二
十三
日
「護
摩壇
様」
を
書写
す

O
護
摩壇
様
一
帖
(
重
文三ノ
二
二
七)

(
奥 、
塁)
建仁二
年三
月
廿三
日
求法
僧
党
経」
生
口十九」

八
月
十
九日
「
支度
巻数
等」
を
書写
す

。
支度巻数
等
一
帖
(童
文三ノ
五二)

(
奥 、
墨)
建仁二
年八
月
十
九日
以
来
別所
本」
書

O
無点

八
月二
十四日

元
暦
元
年(一一
八
四)

建
久三
年(一
一
九四)

之
了
資
覚
経」

題
未
詳の
本を
書写
す

。題
未
詳
一
帖
(巻
尾一
紙)
(
裕二ノ
三
九二)

(
奥 、
塁)
建仁二
年八
月
廿
四日以
千手
続
本
書
之
了

井
次
第同
伝
受了
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末資
覚
経

O
無点

十月八日
「
無
動秘
伝」
を
書写
す

。無
動秘伝
一
紙
(七
九ノ
九八ノ
付)

(
奥 、
墨)
建仁二
年十
月
八日
鮮詐院本
資
党経
一躍

建
仁
三
年(一
二
O三)

二
十
歳

正
月二
十日
「
転
非命業
抄」
を
蓄
写す

。転
非命
業抄
醍醐
賢
覚法
限
抄
一
帖(
重
文三ノ一
四
四)

(
奥)
転
非命
業事
建巳上賢
窪田限抄也
開 一
四

割鉱山

建三
年正
月二
十日
以
新
別
所
口抄
之
内」
書写
了
末
資覚
経
生

年二
十
歳

殊
恐
短命
故此
書所出
持
也
可哀

O墨
点
(仮名
点)

正
月二
十二
日
「
大威徳
自行私記勝定一厨」「
問答
抄」
を
書写す

O大
威徳
自行
私記勝定房
一
枯
(重
文三ノ一
五
六)

(
ワ
)

(
奥 、
墨)
建仁三
季正
月
廿二
日
以新別所
口
抄
之
内」

市本
書写
了

末
資党
経廿歳

O
無点

。問
答
抄
一
帖
(重
文三ノ二二
四)

(
奥 、
塁)
建仁三
年正
月
廿二
日
書
了
末
資
覚
経
に十

O塁点
(
仮
名点)
少々
あ
り

三
月
晦日
「
功
徳
天供
養
次
第」
を
書写
す

。
功徳
天
供養次
第
一
帖
(重
文二
ノ
三
五)



高山寺蔵本一字頂輪王儀軌音義について

(奥 、
墨)
建仁三
年三
月晦白
書
写
之
了」
覚
経二十歳

。宿
紙 、
無
点

四
月
十九日
「滋
底」
を
書
写す

@
准
低
一
巻
(童
文二
ノ一一二三)

(
奥 、
墨)
建
仁三
年四
月
十九日
書之
了」
覚
経二十歳

六
月
十
六日
「
尊
勝
法」
を
書
写す

。
尊勝
法
小一
巻
(重
文ニノ
四五
六)

(
奥 、
墨)
建仁三
年六
月
十六日
書
了」
資
覚経二十

六
月二
十七
日
「
牛玉
鹿玉
略
次第」
を
書
写
す

。
牛
玉
鹿玉
略

盗均一一} 一
巻
(重
文二
ノ
二ニ一)

(
奥 、
墨)
建
仁二
年六
月廿七日
重
交点
畢
交
本

多
分
未点
所当
元
曇
仮
名也」
元
用
故也」

一
奥口
伝一
巻
書之
了
仏
子
覚経=十一

六
月
熔日
(三
十日〉
「
耽
沙門
天王
略
次
第」
を
書
写す

。耽
沙
門
天王
略
次
第
一
帖(首と
尾と
の
み)
(補ニ
ノ
三
九五)

(
奥)
本
云
安
〔元〕

一
交
了
十七日
口口
井
読
阿閤
梨
御
房寛口口
蔵了

建
仁〔三〕
年
六日
晦白
書之
了
間
伝受
了

仏
子
覚経
一昨年二十

O
無点 、
高
山
寺
朱印あ
り

七
月
三
日
「童子
経
法」
を
書
写す

@童子
経
法
一
帖(補二
ノ
三
九四)

(
奥 、
墨)
建仁三
|七

月
三
白
書之
了」
末
資
覚経二十歳

。墨
点
(仮
名点) 、
高
山
寺
朱印あ
り

八
月一
日
「
千
手
観
音
行
法
次
第」
を
書
写す

。
千
手観
音
行法
次
第
一
帖(七七ノ一
九)

(
奥 、
暴)
書
本ロ記
云

以
大
師御
筆本所
令書
写也
本端
破
失
若逢」

具
本当
書補
耳

保
延三
年五
月
廿三
日
於」

中
川
写授
了
入
阿

安元三
年五
月
廿一
日
以
阿関梨
御房御
本授」

点
了
端有
害続是也
〔
常〕
証
己
上」

建仁三
年八
月一
日
於月上
院
僧
房番
写
了」
末
資
党
経生年二十歳

。
無点

八
月
九日
「
如
意
輪」
を
書写す

@
如
意
輪
一
帖
(童
文三ノ
七
O)

(
闘犬 、
墨)
建仁三
年八
月
九日
書之
了」
末
学覚経二十歳

。
無点

八
月
十四
日
「
焔
摩天
供」
を
書写す

。焔
摩天供
小一
巻
(重
文二
ノ
四一
四)

(
奥 、
墨)
本、」
仁
安二
年十二
月日
泰
伝了
資、
果
本」

建
仁三
年八
月
十四日
書之
了末

資覚経二十歳

。「、
果」
は
範果
な
るべ
し 。
範呆は
前述 。

十
月二
十二
日
「
行
法
秘
事」
を
書
写す

。
行法秘
事
小一
巻
(重
文二ノ
三
九二)

(
奥 、
墨)
建仁三
年十
月
廿二
日
以
西谷
本
書了

十月二
十三
日
「
愛
染王
法」
を
書
写す

。
愛染王
法
小一
巻
〈重
文二ノ
三
八O)

(
奥 、
墨)
建仁三
年十
月
廿三白
書之
了

覚
経廿
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沙
問覚
経



十二
月三
日
「
諸尊
秘
事口
伝
集・」
下を
書写
す

@
諸
尊
秘
事口
伝
集
二
帖
(重
文二
ノ二
八)

(
上
奥)
八
月
十五
六七
八
九之五
箇日
数
伝
受了」

都
合
新
橋三
十三
枚書写
了
如此
秘
密」

口
伝
等
師
資相
伝明
鏡
也」

求
法
(焚
字三
字 、
アジャ
リ)
基
舜
之
本」
為後
代
記
之
在
判」

己
上
皆
令授
許証
印給
了在判」

(
葉
カ)

元
久元
年五
月
廿二
白
書
写
之
了
末
学覚
経
一昨年二十一

(
下
奥)
都
合
新
橋二
十三
枚
舵

不動
十三
枚愛王
十
枚
書」
写
了
知
此

秘密
口
伝等
師資
相
伝明
鏡
也」
求
法
(
党
字三
字 、
ア
ジャ
リ)

基
舜
之
本也
為
後
代
記
之在判」

右
法
等
皆令
授
許証
印
給了在判」

建仁三
年
十二
月三日
書
之
了
末
学
覚
経生年二十歳

。
本
簡下
巻を
先に
書
写して 、
上巻
は
後にせ
り

是
歳
「愛
明王
口
伝」
を
書写
す

。愛
明王口
伝
一
枯
(重
文二
ノ二
七)

(
奥)
仁
和
寺流也
(コ
ノ一
行ハ
本
文ノ
末
尾ナ
リ)

右一
帖
同
十日
之了
二
十一
日
受了」

己
上
合四
帖
書
得本
為
悦
不筒
同」

異
不直真
偽此日
以
書
写
皐志
既鄭」

正
口(
歎
?)

重
也
功
宣
唐損乎
子
時
党
経
生」

年二
十歳
夏
蕗
十耳
失」

元
久
元
年
三
二
O
四)

二
十一
歳

四
月下
旬
「
四
天王
法」
を
書写せ
し
む

@四
天王
法
一
帖

(
奥)
元
久
村
山中四
月下
旬
之比
東
別所
本令
写
了沙
門寛経J
d

O点
本
書
目一
O一
頁に
よ
る 。
寛径は
覚筏の
誤
読な
るぺ
し 。
血
脈

類
衆
記六による
に
寛経は
治
承二
年
(一一
七
八)
に三
十八
歳な

れば
元
久元
年に
は
存
命せ
りと
見て
六
十四
歳な
る
筈な
り

五
月八日
「
降三
世」
を
書写
す

。
降三
世
小一
巻
(重
文二
ノ三
七七)

(
奥 、
墨)
元
久元
年
中
夏上
旬
第八白
書之
了」

常
喜
院
害
了

覚
経

紅
十一
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五
月二
十二
日
「
諸尊秘
事口
伝
集」
上を
書写
す

。
諸
尊
秘
事口
伝集
二
帖(
奥書は
建仁三
年
十二
月三
日
の
項に
あ
り)

五
月下
旬
「支
度巻数
集」
を
書写
す

。
支度巻
数
集
一
帖
(重
文三
ノ一
三
六)

(
奥)
元
久改
元年中夏
下
旬之比
以
東別
所」

末
学沙
門
覚
経

紅十一

之本所
書
写了

。
宿紙 、
相時点

五
月晦日
(二
十九日)
「
方法所
尊
句等」
を
書
写す

@方
法所
尊
句
等
一
帖(
重
文三
ノ
九三)

(
奥 、
暴)
〔
嘉〕
保三
年三
月
十二
日
書
了
(
本
文記)

(
朱)
曽難
得
法也

(
墨)
元
久
元
年五
月
晦日
書之
了本
西
谷上

浄光一民上人
自筆
書也尤
可秘々
々

求法
沙
問
覚
嘉一】十円一】

O
朱点
(三
論宗点又
は
中段
僧正
点 、星
点のみ)

六
月四日
題
未詳の
本を
書
写す

。
題
未
詳
一
帖
(巻
尾のみ一
紙)
(
補二ノ
四O一)



沙
門党
経

十

高山寺蔵本一字頂輪王儀軌音義について

(
奥 、
墨)
元
久元
年
六
月四日
以
東
別所
本書
了

O
無点

六
月
十
四
日
「
伍
字文
殊」
を
書
写す

@
伍
字
文殊
交了
一
帖
(七
七ノ
二
九)

(
奥 、
墨)
元久
元
|

六
|

十
四、
以
或人
本
書了

六
月
十五
日
「
諸口
伝」
を
書
写す

。
諸口
伝
(
首
欠)
小一
巻
(重
文二
ノ
四
四
七)

(
奥)
元久
元
|六
|十五

夜
於月上
院
書之
了
末
葉
覚
経拡十一

O
月上
院につ
い
て
は
土
宜
成
雄「

玄証
阿
閤
梨の
研
究」
一
頁
以下
及

び
六
八
頁以
下
参照 。

六
月二
十
八日
「
光
明
真言
法」
を
書
写す

O
光明
真言
法
小一
巻
(重
文二ノ
三
八
六)

(
奥)
元
久
改
元
年六
月
廿
八日
以
或人
本」

書
了
常
喜院
書
了
覚経二十一
歳

六
月晦日
(二
十九日)
「口
伝」
を
書
写す

。口
伝
小一
巻
(童
文二ノ
三
五
六)

(
奥)
元久
元
季
六
月晦白
書
了」
常
喜院
書
了
末
葉
覚
経二十一

七
月一
日
「
阿
弥陀」
を
書
写す

。焚
字三
字
(ア
ミ
ダ)
小一
巻
(童
文二
ノ
四一一一)

(
奥 、
裏
書)
元
久
元
季七
月一
日
以
同
筆
相
交本」
書之
了

沙門
覚
経紅十一

十
月二
十一
日
「
伝
受」
を
書
写す

。
伝
受
小一
巻(
童
文二
ノ三
七
九)

裏
付
ハ
彼
禅
門
自
筆
也

(
奥)
尊
師
為
為宰相
入道
被害
本也
即」
以
彼
自
筆
本
書
之
了

元
久
元
l」

十
月
廿一
日

沙
門
覚
経生年二十一
歳

末
時楽
覚
経拡十一子

時

十一
月三
日
「
不
動
鎮
宅」
を
伝
受す

。不
動鎮
宅
一
巻
(
重
文二ノ
二
三一)

(
奥)
元
久元
年十一
月三
日
伝受
了」

十一
月五
日
「
文殊
鎮
宅
法」
を
伝
受す

@文殊
鋲
宅
法
小一
巻
(重
文二ノ
三
七二)

(
奥 、
塁)
元
久元
|

十一
|五
日
伝
受了」
末
葉覚
経拡十一

O惑一
点
(仮
名
点) 、
片
仮
名交
り
文あ
り

十一
月
十四日
「伝
法
時作
法」
を
書
写す

。伝
法
時
作
法
極
秘
密
許可
印明口
伝
文と
合一
巻(
重
文二ノ
三
O
O)

(
奥 、
墨)
本云」
保延
六
年
叡…
九月十四日恥
金剛峯
寺五
室別
所
而

許可
伝
受了」
求法
沙
門
基舜在判

(
右の
裏書)
元
久
元
季
十一
月十四日
書写
畢沙
門覚
経一一 一針

十一
月二
十日
「漉
頂
許
可
印明
等」
を
書
写す

。漉
頂許
可
印明
等
許可
伝法
密
印と
合一
巻
(重
文二
ノ
四
四五)

(
奥)
元久
元
|

十一
月
廿白
書
写了
覚
経J
d

十二
月八日
「
階
求八
印」
を
書写す

。
惰求八
印
一
一帖
(
重
文三ノ一
四
八)

(
奥 、
墨)
元
久
元
年十二
月八日
書了
覚
経

O
無点

十二
月十
八日
「極、秘
密
許
可印
明口
伝
文」
を
書
写す

。極
秘
密
許
可印
明口
伝
文
伝
法
時作法
と
合一
巻(
重
文二ノ
三
O
O)

(
奥 、
墨)
元久
元季
十二
月
十八白
書了
弟
子
党
経J
d

O
無点

十二
月十
九日
「
許可伝
法
密
印」
を
書
写す

。許
可伝
法密
印
濯
頂
許
可
印明
等
と
合一
巻
(重
文二
ノ
四
四五)

覚
経広十一
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(
奥)
元
久
元
年十二
月
十
九
書
之
了
覚
経

十二
月二
十一
日
「大
明
星
供養
次
第」
を
書
写
す

@
大明
星
供
養
次
第
一
巻
〈童
文二
ノ二
七
六)

(墨)
「一
交
了」

(元)

(
奥 、
墨)
保
元、
年
九
月十九日
伝之閤
梨在判」
元
久
口
年
十二
月
廿

一
白
書
之
党経二十一
歳

元
久二
年
三
二
O五)

二
十二
歳

正
月
十
五日
「
作壇」
を
書
写
す

@
作壇
一
巻
(童文二
ノ
三二
四)

(
奥 、
墨)
元
久二
|正
l

十五
以
祖師
御自
筆
本
書了」
覚
経

正
月二
十日
「
不
秘
自」
を
書
写す

。不
秘
自
一
紙
(七
九ノ
九
八ノ
白)

(
奥 、
墨)
本一玄〔文〕
治二
年三
月以
或
本入
荷三
字了
其本無実
跡
也」

元
久二
l正
|

廿
|害

之
了
覚経二十二

九
月二
十七
日
「
愛
染王
私
記」
を
書
写す

。愛
染王
私
記
小一
巻
(重
文二ノ
三
四
九)

(
奥 、
墨)
元
久二
年九
月
廿七日
書写
之」
沙
門
覚
経生年二十二

十
月
十一
日
「五
秘
密金
剛」
を
書
写す

。五
秘密金
剛
小一
巻
(
重
文二ノ
四二
六)

(
臭 、
墨)
元
久二
年十
月
十一
日
以
草」
本
書了
党
経
広士一

建
永元
年〈
元
久三
年〉
(一
二
O六)

二
十三
歳

三
月四日
「
薬
事名也」
を
書
写
す

。
薬
事
名也
一
紙
(補ニ
ノ
四
O八)

(
奥 、
墨)
嘉
応二
年六
月二日
北
御一房
口」
令
仮
名
付候
給
了
本記
如

是」
元
久
宝己
年三
月図
書
之
了北
御
一房一
者」
常
喜
院阿
閣
梨
也

経
覚

十
月二
日
「理
越経
法」
を
書
写
す

。理
趣
経法
一
帖
(童文三
ノ一
五
二)

(
奥 、
墨)
元久三
|

十
月二
日
書
了
党
経

O
宿紙 、
朱
仮
名
点

承元
元
年〈
建
永二
年〉
(一
二
O
七)

二
十四
歳

十
月一
日
「
無量
寿」
を
書
写
す

。無
量
寿
小一
巻
(重
文二ノ
四
五七)

(府民 、
墨)
建永二
年十
月一
白
書
了」
仏
子
(党
字二
字 、
カ
ク
ケイ

か)

十二
月一
日
「
阿弥陀」
を
書
写す

。阿
弥
陀
小一
巻
(童
文二ノ
三
四八)

(
奥 、
墨)
建永〔二〕
季五
月一
日
書
了」
仏
子
(焚
字 、
ニ
字 、

ケイ
か)

承元二
年(一
二
O八)

二
十
五
歳

五
月二
十七
日
「
延命
法」
を
書写す

O延
命法
小一
巻
(重
文二
ノ
三
八七)

(
奥 、
墨)
承一見ニ
季五
月
廿七日
書
了

新
別所
御日
記己
了
沙
門覚
経

七
月
十二
日
「金輪
次
第」
を
書
写す

@
金輪
次第
一
帖
(童文三ノ一
=一一)

(
奥 、
基)
承
元二
季七
月十二
日
月本
原」
紙
為披
閲
書
出之
了

。無
点

七
月
十
八日
「金
剛
頂
経
ニ子
頂輪王
儀
軌
音
義」
を
書
写
す

O金剛
頂経一
字
頂輪王
儀軌
音義
一
一帖
(
裕二
ノ
四一
一)
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O
識語は
第二
節
参照 。

七
月晦
日
(三
十日)
「一
字
金
輪
王次
第」
を
書写
す

O一
字金
輪王
次
第
一
帖
(
重文三
ノ一
七八)

(
奥 、
墨)
承
元二
季
七
月晦日
書
了
新別
所御
記
了」
覚
経之

O
無
点

七
月
菜日
「一
事
等」
を
書写
す

。一
事
等
一
帖
(
重文三
ノ一
三
八 、
三
ノ一
三
七と
同峡)

(
奥 、
墨)
己
上
仏
光金
於明
院
奉受
了
承
元二
七
月白
書了

。
無点

承
元
三
年
三
二
O
九)

二
十六
歳

四
月五
日
「宿
曜
供
略次
第」
を
書写
す

。
宿
曜
供
略
次
第
一
巻
(
重
文ニノ
三
O三)

(
英 、
墨)
承
元三
季四
月五
白
書
了
覚
経」
一-父
了

。
無
点 、
東
宮切
韻の
引
用
あ
り

四
月
頃
「
須央
成
就
福
徳経」
を
校
合す

。
須
央
成
就
福
徳
経
一
帖
(
祷二ノ
四一
O)

(
臭 、
墨)
承
元三
季四
月
比以
両本
交A口
了
党
経

O
墨
点
(
仮
名点) 、
高
山
寺朱
印あ
り

五
月五
日
題
未詳の
本を
加
点す

。
題
未
詳
一
帖
(
巻
首
欠)
(
補ニ
ノ
四一
二〉

(
奥 、
墨)
遍
照
寺
御
本云・

高山寺蔵本一字頂輪王儀軌音義について

党
経

(
朱)
但
注
真
言
印
契名目
許不
注
釈
念
於後
化

的
『以
此不
可正
也

可
見彼経
本
也

(
墨)
〔承〕
元三
季五
月〔五〕
日
書
点
重
点
口
了

ケ
イ
か)

(
党
字二
字 、

O
朱
点
(
句点)
あ
り

承元
四
年(一
二一
O)

二
十七
歳

五
月一
日
「
天
台
宗
未決」
を
書写す

@
天台
宗
土木
決
一
帖
(補二
ノ
四一
四)

(
奥 、
墨)
承
元三
季仲
夏
初日
以」
月
院
酔了」
末資
覚
経

O無
点 、
高
山
寺朱
印あ
り

十一
月
八日
「
如意
宝
受
法」
を
書写す

。如意
宝
受
法車問
小一
巻
(童文二
ノ
三四三)

(
奥 、
怒一)

交
了

承
元エニ
季仲
冬
八日
賜
御
本
書了」
秘蔵、
、
、
求法
沙
門
(焚
字二

字 、
カ
クケ
イ
か)

O墨
点
(仮
名点)

建
暦
元
年〈
承
元五
年〉
(
二
二
一)

二
十八
歳

国正
月二
十二
日
「
承
暦
四年支
度
注進」
を
書写
す

。承
暦四
年
支
度注
進
(
首
欠)
小一
巻
(重
文二
ノ
三
九七)(ワ

)

(
奥 、
墨)
本」
口
口
関節
説装少々
書
付
之又
別
抄」
云
不
奉
少々
注

加
或不
散
事等少々
有也」
口
口
引会
口交之也

承
元五
季
閏正
月
廿二日」
書
写了
金
剛弟
子
(
党字ニ
字 、
カ
ク

ケ
イ
か)

カ
ク

閏正
月晦日
(三
十日)
「
如法尊勝
私記」「増
鋲
次第」
を
書写
す

@
知法尊勝
私
記
小一
巻
(
重文二
ノ
三
九八)

(
奥 、
墨)
承
元五
季
閏正
月晦白
書写了

金
剛弟
子
(
党字二
字 、
カ
ク
ケイか)

@
増
鎮
次
第
小一
巻
(重
文二ノココ
三)

(
奥 、
墨)
承
元五
季後
正
月晦日
書了」(
党
字二
字 、
カク
ケイ
か)
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七
月六日
「
孔
雀
経
法」
を
書
写す

。孔
雀
経
法
小一
巻
(重文二
ノ
三
八
八)

(
奥 、
墨〉
建
暦
改元
季孟
秋
第六白
書
写
之
了

常喜
院
御
記
己
了
金
剛
弟
子
(
焚字二
字 、
カ
ク
ケイ
か)

七
月七
日
「
孔
雀経
法」
を
書
写す

。孔
雀
経法
小一
巻
〈
童
文二
ノ
三
六
O)

(
奥 、
墨)
建
暦元
季孟
秋
七
夕書了

新
別
所御
記
了
(
党字二
字 、
カ
ク
ケ
イ
か)
之

十一
月一
日
「
大威
徳
転法
輪
法」
を
書
写す

。
大威
徳
転法
輪
法
小一
巻
(重
文二
ノ三
三
四)

(
奥 、
墨)
建
暦
元
季十一
月一
日
書了
自或
抄」

(
勧}

出
中
書出
是
勤
修寺乃御
説〔
歎〕
覚
経

十一
月十六日
「
伝
法
抽出
頂作
法私
記」
を
書
写す

O伝
法
濯頂
作
法
私
記
小一
巻
(重
文二
ノ
四一二ニ)

(
奥 、
墨)
御
本記
云

久
安六
季三
月日
奉
受
者等己
了」
建
暦
元
季
十一
月
十
六(

右
補}

敬
奉
書
写了」
今
季正
月十八日
入
壇
伝
法
事畢
而」
奉〈
受〉

式等
又了
生
季
廿八
蓋
定
満
大」
僧正
受法
季也
季
賢
錐
異
季

蕗
是
同
歎

(
焚
字二
字 、
カ
ク
ケ
イ
か)
之

以
上の
他 、
文化
財
保
談
委
員
会編「一角山
寺宝
物目
録」
で 、
識語
は
無

い
が 、
多
分筆
跡によ
り
覚
経
筆と
認め
ら
れた
もの
に 、

。不
断
念仏
前後導
師作
法
一
巻
(重
文二
ノ一
三
四)

@
薬師
法
小一
巻
(
重
文二
ノ
三
四二)

。諸
雨経御
修
法
小一
巻
(
重
文二
ノ
三
四
O)

。
阿
弥
陀ロ
伝
「
不動
三
摩
耶摂
召
印」
と
合して
小一
巻
(重
文二
ノ

三
五
八〉

@隠
所
作
法

奥書
あ
り

が
ある 。
と
の
他
高山
寺
経
蔵には
覚
経
書写
本が
若
干あるか
と
考へ
ら
れ

る
が 、
一
往
管
見に
入っ
た
右の
みを
挙げるに
止め 、
更に
調査を
後日
に

期すると
と
とした
い 。

(以
上築
島・
小
林〉
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小一
巻
(
童
文二ノ
四
四
九)
保元
四
年 、
仁
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